
消
費
財
貸
借
モ
デ
ル
に
お
け
る
貨
幣
及
び
利
子

弟急

沢

秀

交
換
及
び
生
産
を
合
む
経
済
の
競
争
的
一
般
均
衡
の
存
在
託
明

か
ら
、
我
々
は
次
の
事
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
、
、

各
経
済
主
体
が
各
自
の
欲
求
を
、
価
格
体
系
を
指
標
に
選
択
じ
f

市
場
と
取
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

付
市
場
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
、
し
か
も

付
各
自
の
満
足
〈
効
用
)
な
い
し
利
潤
を
極
大
化
す
る
よ
う
な
、

均
衡
価
格
体
系
が
存
在
す
る
。

取
引
形
態
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
経
済
モ
デ
ル
の
特
徴

は
、
全
て
の
取
引
は
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
達
成
さ
れ
た
と
き
、
そ

の
と
き
に
限
っ
て
、
市
場
と
各
経
済
主
体
と
の
問
で
実
行
さ
れ
る

点
に
あ
る
。
一
方
、
契
約
形
態
に
着
自
す
れ
ば
、
全
て
の
取
引
契

約
が
、
現
物
市
場
の
存
在
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
将
来

市
場
や
b
宋
件
付
き
市
場
の
存
在
を
仮
定
し
た
う
え
で
、
現
在
時
点

で
全
て
な
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
こ
の
よ
う
な
経
済
モ
デ
ル
は
も

っ
で
い
る
。
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
取
引
費
用
や
情
報

収
集
費
用
な
ど
、
取
引
に
関
し
て
一
切
費
用
が
か
か
ら
な
い
と
仮

定
す
れ
ば
、
全
て
の
取
引
が
あ
た
か
も
一
時
点
、
例
え
ば
現
在
時

点
で
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
済
を
考
え
る
と
き
に
は
、
交
換
手
段

と
し
て
の
貨
幣
や
、
価
値
保
蔵
と
し
て
の
貨
幣
の
存
在
理
由
は
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
、
論
理
的
に
導
出
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
貨
幣
理
論
を
一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
の

中
で
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
前
提
条
件
か
ら
貨

幣
に
対
す
る
需
要
を
導
出
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
貨
幣
の
交
換
価

値
が
正
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
、
と
い
う
論
点
に
帰
策
す
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
を
可
能
に
す
る
の
は
、
財
の
配
分
の
理
論

87， 
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〈吋げ
mwOHM-

。
同
〉
出
。
の
m
v
t
o
ロ
)

で
は
な
く
、
財
の
取
引
〈
交
換
〉

の
理
論
〈
吋
何
回
O
C
H
-可

O
同
開
u
円
。
げ
包
括
。
ω
)

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

第一号

る
O 

一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
に
お
い
て
貨
幣
理
論
を
展
開
す
る
た
め

第七十八巻

に
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

あ
る
い
は
他
の
財
を
犠
牲
に

せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
要
な
点
と
強
調
す
る
「
取
引

財
の
取
引
に
は
、
労
働
、
時
間
、

一橋論議

費
用
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
各
期
間
ご
と
に
、
当
該
期
間
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
み
に
蒼
白
し
て
取
引
を
実
行
す
る
た
め
に
、
各
期
間
の
予

算
制
約
式
を
仲
介
す
る
価
値
保
蔵
と
し
て
の
貨
幣
な
い
し
金
融
資

産
の
役
割
り
に
注
目
す
る
ユ
時
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
及
び
、

市
場
と
各
経
済
主
体
と
の
取
引
で
は
一
般
均
衡
が
成
立
す
る
条
件

い
く
つ
か
の
取
引
制
約
を
守
り
な
が
ら
相
対
売
買
だ

の
も
と
に
、一
般
均
衡
配
分
が
達
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
じ
、

貨
幣
経
済
の
擾
位
を
示
そ
う
と
い
う
「
交
換
の
分
権
化
ア
プ
ロ

l

け
で
、

チ
」
が
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

以
下
で
展
開
す
る
議
論
は
、
「
一
時
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
範

囲
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
任
意
の
時
点
に
お
い
て
、
い

ま
だ
生
存
し
な
い
経
済
主
体
は
、
現
在
開
か
れ
て
い
る
市
場
で
の

取
引
契
約
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
生
物
学
的
事
実
を
考
慮
し
て
、

継
続
的
な
取
引
を
含
む
勤
学
モ
デ
ル
に
我
々
は
視
点
を
す
え
て
議

論
す
る
。
つ
ま
り
、
価
値
保
蔵
と
し
て
の
貨
幣
を
モ
デ
ル
に
導
入

88 

す
る
。継
続
的
な
取
引
を
含
む
勤
学
モ
デ
ル
(
こ
れ
は
、
。
o
g
d
S
H
u
t
g

}
O
P
H
M
ω
H
H
H
O
仏
己
・
な
い
し
。
ぐ
m
w
H
F
M
)
司
宙
開
問
。
H
H
2
m
v
t
o
ロ
目
。
弘
己
と

呼
ば
れ
て
い
る
〉
と
し
て
は
、
有
名
な
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン

ωの
消

費
財
貸
借
モ
デ
ル
が
あ
り
、
最
近
の
貢
献
と
し
て
は
、
キ
ャ
ス
川

、

「

J

、
予
〆
「
l
J

、

ヤ
1
リ

1

1
、
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

2
、
ケ
ー
ル

3
、
グ
一
ブ
ン
モ
ン
川

f

-

k

r

i

k

 

ラ
ロ

1
ク
心
、
ハ
町
、
グ
ラ
ン
モ
シ
の
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

r
l
k
 

ス
タ
ー

ωに
よ
れ
ば
、
貨
幣
の
主
要
な
機
能
は
、
交
換
手
段
と

し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
他
の
機
能
は
、
そ
れ
か
ら
導
か
れ
る
。
貨

幣
経
済
の
特
徴
は
、
従
っ
て
、
取
引
が
、
交
換
手
段
と
し
て
の
貨

幣
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
点
に
あ
る
。

我
々
は
、
以
下
で
考
察
す
る
モ
デ
ル
の
中
で
貨
幣
が
次
の
一
一
一
つ

の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
即
ち
、

付
計
算
単
位
と
し
て
の
機
能

付
若
い
世
代
と
老
い
た
世
代
と
の
間
の
取
引
を
実
行
す
る
交
換
手

段
と
し
て
の
機
能

M
W
異
時
点
間
の
意
志
決
定
を
可
能
な
ら
し
め
る
価
値
保
蔵
と
し
て

の
機
能



の
去
、
ヅ
で
叡
ぷ
主
権
が
応
、
価
低
保
蔵
と
し
て
の
貨
幣
じ
か
陽
表

的
に
扱
わ
な
い
が
、

他
の
機
能
も
モ
デ
ル
'
の
中
で
働
い
て
い
る
こ

と
に
注
意
す
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
三
つ
の
代
替
的
な
利
子
論
(
こ
の
モ
デ
ル
の

枠
組
で
は
、
裏
返
せ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
〉
が
提
示

さ
れ
、
一
一
一
つ
の
要
素
を
全
て
含
む
議
論
で
終
る
。
一
一
一
つ
の
利
子
論

と
は
即
ち
、

付
生
物
学
的
利
子
論

付
貨
幣
数
量
説
に
よ
る
利
子
論

消費財貸借モヂノレにおける貨幣及び利子

お
よ
び

同
生
産
性
に
も
と
づ
く
利
子
論

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
生
物
学
的
利
子
論
(
出
S
F肉
付
巴

E
g
g
-

出
m
v
g
d
g
o
q
)
と
は
-
利
子
率
が
人
口
成
長
率
(
こ
こ
で
は
世

代
の
増
加
率
)
に
等
し
い
こ
と
を
主
張
す
る
命
題
を
い
い
、
サ
ミ

ュ
エ
ル
ソ
ン

ωに
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
古
典
派

に
よ
る
利
子
率
の
説
明
要
因
で
あ
る
三
要
素
、
即
ち
、

付
時
間
選
好
率
が
正
で
あ
る

付
現
在
所
得
に
比
べ
て
将
来
所
得
の
方
が
高
い

( 89) 

お
よ
び

日
開
資
本
の
限
界
生
産
力
が
正
で
あ
る

こ
と
色
全
て
否
定
す
与
一
昨
党
財
一
貸
借
ー
か
円
以
一
J

向
利
一
い
で
紙
同
利
害

率
が
正
で
あ
る
こ
と
を
人
口
増
加
率
に
そ
の
要
因
を
も
と
め
て
証

明
し
た
。
ま
た
、
貨
幣
数
量
説
に
よ
る
利
子
論
と
は
、
通
常
の
イ

ン
フ
レ

l

シ
沼
ン
の
説
明
に
も
ち
い
ら
れ
る
貨
幣
数
量
説
の
裏
面

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
貨
幣
増
加
要
素
〈
一
プ
ラ
ス
貨
幣
増

加
率
)
の
逆
数
が
利
子
要
素
ハ
一
プ
ラ
ス
利
子
率
〉
に
等
し
い
こ

と
を
主
張
す
る
命
題
で
あ
る
。
生
産
性
に
も
と
づ
く
利
子
論
と
は
、

利
子
率
が
初
期
賦
存
量
の
増
加
率
に
等
し
い
こ
と
を
主
張
す
る
命

題
を
い
う
。第

一
節

基
本
モ
デ
ル

論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
簡
単
な
モ
デ
ル
で

説
明
す
る
。
消
費
財
一
種
類
の
み
が
存
在
し
、
し
か
も
非
耐
久
財

で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
在
庫
に
関
す
る
意
志
決
定
は
な
い
。

こ
の
経
済
に
は
、
常
に
二
世
代
替
在
し
、
一
方
を
若
い
世
代

(
M
1
0

ロロ

m
m
o
s
s
t
o
S
と
呼
び
、
他
方
を
老
い
た
世
代

(
O
E

m
s
o吋
ω江

0
5
と
呼
ぶ
。
毎
期
毎
期
新
し
い
経
済
主
体
が
誕
生
し
、

二
期
間
の
み
生
存
す
る
。
各
経
済
主
体
は
、
貨
幣
を
も
た
ず
に
こ

の
経
済
に
参
加
し
、
資
産
を
残
さ
ず
に
、
こ
の
経
済
を
去
る
も
の

と
仮
定
す
る
。
さ
ら
に
、
初
期
保
有
量
は
確
実
に
各
経
済
主
体
に

89 
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わ
か
っ
て
お
り
、
期
待
は
必
ず
実
現
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第一号

議
論
を
明
確
に
す
る
た
め
に
若
干
の
記
号
お
よ
び
必
要
な
仮
定

を
こ
こ
で
述
べ
る
。

ぬ〈子円
)
H
H

期
間
t
に
お
け
る
経
済
主
体
の
若
い
世
代
〈
J
b
H
u
l
〉

第七十八巻

あ
る
い
は
、
老
い
た
世
代

(
-
Z
H
2
〉
と
し
て
の
消
費
財
需

要
量
。

e(帆〉
H
若
い
世
代
〈
J
U
H
H
1

〉
あ
る
い
は
、
老
い
た
世
代
(
J
e

日
付

2
〉
の
初
期
賦
存
量
。

出凶器(叫〉
H
消
費
財
で
測
っ
た

t
期
の
貨
幣
の
価
格
。

sa〈円〉日
t
期
に
若
い
世
代
と
し
て
価
値
保
蔵
の
た
め
に
需
要

す
る
貨
幣
量
、
こ
れ
は
、
公
+
C
期
に
老
い
た
世
代
に
な
っ

た
と
き
の
貨
幣
供
給
量
え
合
十
H

)

に
等
し
い
。

宮崎(叫〉日

t
期
に
老
い
た
世
代
で
あ
る
経
済
主
体
の
貨
幣
供
給

量
で
、
こ
れ
は
、
会
I
C
期
に
若
い
世
代
と
し
て
需
要
し
た

貨
幣
量

sa公
l
C
に
等
し
い
。

一橋論議

q
Q
ハy
u
w
Q
(
N
w
・)
)

H

全
て
の
経
済
主
体
に
共
通
な
効
用
関
数
。

〈
正
の
初
期
賦
存
量
)

e
H〈
E
(
H〉

w
S〈
N
)
)
v
o
。

仮
定
P

仮
定
R

ハ
正
則
な
効
用
関
数
〉

効
用
関
数
は
、
厳
密
に
準
問
、
連
続
微
分
可
能
、
そ
し
て
、

単
調
増
加
な
関
数
で
あ
る
。

仮
定
S

(
定
常
的
期
待
〉

も
し
、
過
去
T
期
間
お
よ
び
現
在
の
市
場
価
格
が
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出凶器(円〉日(百
l
J
M
U
S
L
n
u
N
円
i
y
:
:
・J
N
M
y
o

な
る
関
係
を
満
た
す
な
ら
ば
、
次
期
の
期
待
価
格
〈
前
に
述
べ

た
よ
う
に
こ
れ
が
実
現
価
格
と
一
致
す
る
こ
と
を
仮
定
)
は
、

E
M
M
g

で
あ
る
。

仮
定
M

(
正
の
貨
幣
需
要
〉

匂門、〈
S

〈H
〉u
e
(
N
)
〉
¥
ω
qハe
(
H
Y
S
〈N
)
)

、、;

l

、

l

;

ω
S
ハH
〉

¥

匂

S
〈

N

)

J

1

注
窓
口
仮
定
M
に
よ
り
、
初
期
賦
存
量
の
状
態
は
、

利
子
要
素
(
一
プ
ラ
ス
利
子
率
)

μ
と
、
貨
幣
経
済
に
関
し

て
パ
レ
ー
ト
効
率
的
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
実
行
可

よ
り
効
用
水
準
の
高
い
も
の
が
存
在
す
る
。
ま

た
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
が
正
で
あ
る
こ
と
も
導
出
さ
れ
る
。

能
な
配
分
で
、

〔

t
期
に
お
け
る
若
い
世
代
の
行
動
〕

若
い
世
代
の
目
的
関
数
は
、
二
期
間
に
わ
た
る
効
用
極
大
に
あ

る
。
却
ち
、



(→ 

q
(
Q
ハ
ゲ
叫
)
u
A
~
Q
W
叫
十
一
戸
)
)

民
mvu内

∞戸H
ず
い
ぬ
の
仲
仲
。

ぬ

(He
件
〉
十
M
u
s
s
a
(円)川川
e
(同
)

ぬ

(
N
L
十

C
M川(日』・
1
J
s
a
ハ
昨
)
十

S
〈

N〉

s
a
(昨〉

W
C

で
あ
る
。

付
録
で
示
す
よ
う
に
、

し

そ
の
解
を

右
の
問
題
の
解
は
存
在
し
、

か
も
、

貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
正
で
あ
る
。

こ
こ
で
、

(
向
ハ
ゲ
円
一
回
u
y
官
)
込
ハ
NM
件
1寸
H
h
M
M
S
6
M
M
h
)
w
g
a
ハ
ご
也
バ
官
)
)

と
し
、

改
め
て
、

消費財貸借モデノレにおける貨幣及び利子

h目ハ
y
f
M
U
Y
E
)
出

(

向

(Hu
ご
MUSJhh
一)w
草
色
。
一
九
バ
立
)
)

h

'

H

 

但
し
、

s
a
ハ

ご

ミ

"

を

H
i剖
(
e
(
H
)
l
向
ハ
ゲ
ご
ち
云
〉
〉

M
M
 

と
お
く
。

で
あ
る
。

〔
t
期
に
お
け
る
老
い
た
世
代
の
行
動
〕

老
い
た
世
代
の
目
的
関
数
は
、

若
い
世
代
の
と
き
の
行
動
を
所

与
と
し
て
、

現
在
の
効
用
を
極
大
に
す
る
も
の
と
す
る
。

即
ち
、

付

V
向

mwun
門
、
(
向

(
H
L
1
i
H
h
1
j
E
)
W
A
~
(
N
W
叫
)
)

ωロ
ヴ
〕

σの4
V

件。
向ハ
NM
件
〉
肌
M
U
S
S師
(
ご
も
Y

E
〉
十

e
(
N〉
w

れ
れ
tmd

器
削
(
叫

U
M
M
Y
官
〉
山
富
冶
(
昨

i
r
B
1
J
M
h
)

H

W

e

e

-

向ハ
H
L
I
E
Y
E
)
)
O
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従
っ
て
、

求
め
る
解
は
、

ぬ
〈

N
u
f

九一七

)
J
S
4
n
e
e
J
B
r
r刻一
J
W
U
刈

で
あ
る
。

い
ま
改
め
て
、

hq〈一
p
f
M
u
y
h
h
)
出
(
ぬ

(Nu
ど

も

svu
官〉

M
O〉

と
お
く
。
〔
定
常
的
市
場
均
衡
〕

こ
こ
で
基
本
モ
デ
ル
の
定
常
的
市
場
均
衡
を
定
義
す
る
。

さ
て
、

←) 

出
凶
器
。
)
勢

H
M凶
器
後

時
。
吋

mv出
品
い
w

向
ハ
許
叫

h
M
M
S
J
E
J
H
A
~〈
子

?
l
H
一
H
v
s
j
E
J
H
Q
(ご
も

s
j
h
h
J

出
。
吋

O
H
H
Y
帆
一

H
M
M
N

的

h目
〈

同

凶

作

山

M
u
s
j
h
h
J

は
問
題
け
の
最
適
解

は
問
題
付
の
最
適
解

h目
(
P
ど

も

S
J
E
J

同
門

hq
ハ
ゲ
叫
一
一
喝
事
j
h
h
J
十

h自
(
N
L
一・
1
3
w
h
h
J

日
(
S
(
H
)

十
S

ハN
〉

w
b
h
)

ハ
こ
こ
で

M
は
正
で
貨
幣
量
を
示
す
)

が
成
立
す
る
と
き
、
お
(
ハ

y
ご

M
M
S
J
E
J
-
h目〈ハ
ω切
ご
出
凶
器

j
下情勢〉

wM凶器
J

1ミ
* 

定
常
的
市
場
均
衡
を
構
成
す
る
と
い
う
。

iま〔
命
題
一
〕

定
常
的
市
場
均
衡
が
存
在
す
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、

91 



( 92) 

王将
H
H
H

で
あ
る
。

証
明
日
定
常
的
市
場
均
衡
の
条
件
付
、
付
よ
り

第一号

支持向
(
H
U
M
u
s
j
¥。〉よ寸向
(Nh
・

1
2
u
E品内
)
H
H
友
好

e
(
H
)
十

S
(
N〉0

他
方
、
条
件
同
よ
り

第七十八巻

ぬ
(
H
U
M
U
E
J
E
J
よT
Q

Q

一
也
事
長
切
支
持
〉
H
S
(
H
)
十

S
〈

N〉0

従
っ
て
、
向
ハ
r
M
M
S
J
E
J
#
S
ハH〉
お
よ
び

M
U
G
h
-
z
u
E
J
#

H
 

をハ
N
)

を
考
慮
す
れ
ば

(
s
a
Q
Y
¥
)
m
d削
(
e
e
!ぬ
公
一
九
J

百

¥
〉
)

V

C

か
ら
導
出
さ
れ
る
〉
、

一橋論議

古
希

H
H
H

で
あ
る
。

逆
に
、

X

H

U

H

の
と
き
は
、
明
ら
に
定
常
的
市
場
均
衡
は
存
在

す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
と
き
は
世
代
の
構
造
は
解
消
さ
れ
、

通
常
の
純
粋
交
換
経
済
モ
デ
ル
と
同
一
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
換

品
一
目
す
れ
ば
、
同
一
期
間
に
存
在
す
る
若
い
世
代
の
行
動
と
老
い
た

世
代
の
行
動
が
、
若
い
世
代
の
行
動
と
そ
の
経
済
主
体
が
老
い
た

世
代
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
と
同
値
に
な
っ
て
い
る
。
(
づ
ま
り
、

自
分
自
身
と
取
引
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
)
こ
の
よ
う
な
交

換
経
済
の
均
衡
存
在
は
、
我
々
が
ま
え
に
述
べ
た
仮
定
の
も
と
に

保
証
さ
れ
て
い
る
。
世
代
の
構
造
が
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

こ
の
均
衡
が
、
実
は
定
常
的
市
場
均
衡
に
他
な
ら
な
い
。

え
る
と
、

〔
命
題
一
の
解
釈
〕

消
費
財
の
価
格
(
指
数
)
A
6
は、

92 

待
合
〉

H

M
-M凶
器

。

)

と
表
わ
さ
れ
る
の
で
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
率
は
、

(
肖
(
叫
十

H
)
i
河
合
)
)
¥
司
令
〉

H
u
g
g
(叫
〉
¥
司
法
6

(

円
十
乙
一
1
l
H

11 

~I ...... 
ト4

で
与
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
基
本
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
定
常
的
市
場
均
衡
が
成

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
存
在
し
な
い
。
即
ち
、

立
し
て
い
る
と
き
、

<='1 
f、
F守、

十
<='11い，
C'Iコ
~II 
月
f¥  
守本

¥】ノ

* 
11 
o 

で
あ
る
。
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
貨
幣
に
支
払
わ
れ
る
利
子
率
は

な
い
。
即
ち
、

MUS(叫
+
C
F
i
M凶
器
(
昨
〉
持

1
1
3
1
1
3
1〉

出
凶
器
(
ハ
叫
)

#

M

U

退

後

《

で
あ
る
。

次
節
で
、
我
々
は
、
利
子
率
の
生
ま
れ
る
理
由
〈
あ
る
い
は
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
原
因
〉
を
、

ニ
ヲ
と
り
あ
げ
、
定
常



的
市
場
均
衡
の
概
念
を
拡
張
し
て
、

そ
の
経
済
的
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
。

一
一
一
つ
の
要
因
と
は
、

例
経
済
主
体
数
の
増
加
、
即
ち
、
世
代
の
成
長
要
素

仰
政
府
移
転
に
よ
る
貨
幣
供
給
量
の
増
減

お
よ
び

を (iii)
い初
う期
o 賦

存
量
の
増
減

消費財・貸借モデノレにおける貨幣及び利子

第
二
節

利
子
率
(
イ
ン
フ
レ

1
シ
ョ
ン
〉

三
つ
の
要
因
に
つ
い
て

。〉

ま
ず
最
初
に
、

川

w老
い
た
世
代
に
対
し
て
若
い
世
代
が
毎
期
毎
期
、
相
対
的
に

g

の
成
長
要
素
(
一
プ
ラ
ス
成
長
率
〉
で
成
長
し
、
か
っ
、

仰
老
い
た
世
代
は
、
政
府
か
ら
、
彼
ら
が
保
蔵
し
て
い
た
前
期
か

ら
の
古
い
貨
幣
一
単
位
に
対
し
て
、
今
期
使
用
で
き
る

f
倍
の
新

し
い
貨
幣
を
支
給
さ
れ
る
、
と
い
う
貨
幣
的
交
換
経
済
を
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
に
よ
っ
て
、
後
に
定
義
す
る
拡
張
さ
れ
た
意
味

で
の
定
常
的
市
場
均
衡

(
g
一f
〉
は
、

<( 93) 

ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
の
/

こ
と
に
な
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

t
期
に
お
け
る
若
い
世
代
の
問
題
は
、

仙
門

宮
p
u内

q(ぬ
(HW
昨

Y
A
~
(
N
W
?
?
H〉
)

mcヴ〕
σの
け
件
。

向
(
一

Ha
叫
〉

1
T
M
M
4
f
s
a
Q
)
M
S
Q
)

ぬ
〈

NW
円十一
C
M川
〈

MNM凶
器
)
〈

¥
s
a
Q
〉
)
十
S
ハ
N)

s
a
Q
)
W
C
 

で
あ
る
。
前
と
同
様
に
、
最
適
解
を

(
ぬ
〈

Ha
昨

h
M
M
Y
E
)
u
A
~
(
ω
L
+

H
h
ι
1
s
w
乍

h〉
u
g
a
(件一司
Y

E
一)〉

と
し
、
改
め
て
、

お

(
H
L
一
回

U
S切
な
)
川
公
〈
y
f
M
M
f
j
百
)
w
s
a
Q
一
喝

Y
E
)
)

h

H

 

こ
こ
で
、

s
a
(ご
も
ス
立
)

H

I
副
〈
S

G

i
向
公
団
ど
も

y

MM 

と
お
く
。

百
)
〉

で
あ
る
。

t
期
に
お
け
る
老
い
た
世
代
の
問
題
は
、

(四)

恒
向

mvun

円、(Q(Ha
叫

l
H

一1
j
m
h
)
w
向
(
一
戸
外
)
)

ωロ
ヴ
〕
O
の
け
件
。

ぬ
〈

N
L
)
仏
喝
事
・
詩
的
〈
ご

1
y
E
〉
十
S
〈

N〉

い
い
tqw

言
旬
。
一
一
九
J
E
)
山
吉
円
相
会
i
H
一
M
M
Y
M
N
)

日小
(
E〈
同

)
l
Q
E
i
H
L
Y
E
)
)

で
あ
る
。
最
適
解
は
、

ぬ

(
N
w
E
y
y
w
g
(
H
)
I
Q〈
M
L
i
f

M
M
4
J
E〉
〉
十
S
〈

N〉

と
な
り
、
改
め
て
、

hq
ハ
N
-
f
M
u
s
u
官
〉
出
(
ぬ
〈
い

W
L
U
M
U
Y
M
h〉
u
O
)

.93 



(94 ) 

と
お
く
。
〔
定
常
的
市
場
均
衡
ハ

g
一
f
u

さ
て
、
拡
張
し
た
モ
デ
ル
に
関
し
て
、

定
常
的
市
場
均
衡

第一号

(
g
一f
)
を
定
義
す
る
。

第七十八巻

付

問、(叫
)
H
m
h之
宮
翼
後
同
。
吋
戸
日
目
仲

ぬ

(
p
f
M
U
S
J
E
品内〉
H
A
~〈
子

作

B
・s・

-
H

…1
3
w
E
J

H
A
~公
一
司
晴
子
山
内

W
E
J

一橋論議

同

O
吋

9
日

目

汁

帆

H
U
H
-
N

付

N
Q
k
h
M
U
S
J
E
J
は
、
問
題
伺
の
最
適
解

hq(NM
ご
出
凶
器

J
E
J

は
、
問
題
糾
の
最
適
解

q
Q
〈
ゲ
ど
も
s
j
h
h
J
+
向
(NW
叫

h
M凶
器

M
J
h
h
J

(三)
1
q
e
公
)
+
e
(
N〉

S
A
f
J
1
3
w
h
h
J
n
u
¥
b
h
v
o
 

が
成
立
す
る
と
き
、

hN
〈
ゲ
ど
も
S
J
E
J
w
h
q
Q
u
ど
も
S
J
E
J
w
も
s
y

¥
は
、
定
常
的
市
場
均
衡

(
g
一f
〉
を
構
成
す
る
と
い
う
。

〔
命
題
ニ
〕

定
常
的
市
場
均
衡

(
g
一f
)
が
存
在
す
る
た
め
の
必
要
十
分
条

件
は
、百

条

11 
t司、 I~

で
あ
る
。

94 

証
明
日
条
件
付
、
付
よ
り

(
百
〈
)
Q
〈
ど
も
き
J
E
J
十向(一
N
h
H
v
s
y
E
J
H
(百
〈
)
e
(
H
〉十
S
(
N
)

を
得
る
。
他
方
、
条
件
同
よ
り

町
向
〈
ど
も
き
J
E
W申内〉十
Q
(
N
h
M
U
S
H
j
m
h
J
H
m
M
e
ハH)
十
e
〈N)

を
得
る
。
従
っ
て
、
久
f
M
U
S
J
E
J
ル引をハ
c
w
ぬハ
N
h
-
1
3
w
E
J
壮

e

Q
〉
〈
こ
れ
は
、

sa(ご
也
S
J
¥
)
V
O

よ
り
導
出
さ
れ
る
〉
を

考
慮
す
れ
ば
、

が
得
ら¥
オL 11 
えt旬、 I~支

持

H
W
な
ら
ば
、

の
構
造
は
解
消
さ
れ
る
か
ら
、

命
題
一
の
と
き
と
同
様
に
、
世
代

定
常
的
市
場
均
衡

(
g
一f
)
は
存

逆
に
、

在
す
る
。
〔
命
題
ニ
の
解
釈
〕

政
府
の
移
転
に
よ
る
貨
幣
供
給
量
の
増
加
率
が
、
経
済
主
体
数

の
成
長
率
よ
り
も
大
き
け
れ
ば
、
定
常
的
市
場
均
衡

イ
ン
フ
レ

l
シ
ョ
ン
過
程
が
生
じ
て
い
る

こ
の
と
き
、
消
費
財
価
格
(
指

(
世
代
〉

〈
g
一fd)
に
お
い
て
、

こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

従
っ
て
、

数
〉
は
、
増
加
し
て
い
る
か
ら
。

レ
1
シ
笥
ン
過
程
を
終
止
さ
せ
る
た
め
に
は
、
移
転
に
よ
る
政
府

こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ



の
貨
幣
供
給
量
忍
減
少
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
、
よ
り
生
産
的
な

人
口
増
加
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
モ
デ
ル

で
は
、
初
期
賦
存
量
が
あ
る
意
味
で
の
生
産
性
を
表
わ
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

さ
て
次
に
、
初
期
賦
存
量
の
増
減
が
、
後
に
定
義
さ
れ
る
拡
張

さ
れ
た
意
味
で
の
定
常
的
市
場
均
衡
ハ
る
に
、
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
も
た
ら
す
か
を
考
え
て
み
る
。
即
ち
、

同
t
期
に
生
ま
れ
た
経
済
主
体
の
初
期
賦
存
量
が
、
。

1
0
期
に

生
ま
れ
た
経
済
主
体
の
初
期
賦
存
量
を
ハ

eハC
M
S
Q〉
〉
と
す
る

、消費財貸借モデノレにおける貨幣及び利子( 95) 

C2 

Cl 

図一

効用l謁数協(0)を表わす選好関係が相似拡大的で
あるとき，点Aと点Bにおける限界代替率は等
しい。

問機に，点A'と点B'における限界代替率は等し
い。

~ら fこ，

OB OB' 
一一口』一一=A
OA OA' 
となっている。

る と
き
、
相
対
的
に

e
倍
、
即
ち
、
ハ

S
ハ
C
L
S
Q
)
)
で
与
え
ら
れ

と
い
う
場
合
を
考
え
る
。

こ
の
問
題
に
明
確
に
答
え
る
た
め
に
は
、
効
用
関
数
の
ク
ラ
ス

を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
選
好
関
係
が
相
似
拡
大
的

9
0
5
0
a

p
江
古
〉
な
も
の
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
選
好
関

係
が
相
似
拡
大
的
と
は
、
次
の
こ
と
を
い
う
。
い
ま
、
選
好
関
係

を
表
現
す
る
効
用
関
数
を
久
る
で
表
わ
す
。
い
ま
、
任
窓
の
消

費
計
画

c
と
が
を
そ
れ
ぞ
れ
九
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
の
非
負

象
限
か
ら
と
り
、
任
意
の
正
数
え
に
対
し
て
、

e
e
)
u
u
s念
、
)
作
品
V

£(旬。
)
H
S
〈
ハ
営
、
)

が
成
立
す
る
と
き
]
効
用
関
数
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
選
好
関
係

が
相
似
拡
大
的
で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
効
用
関
数

が
向
次
関
数
で
あ
れ
ば
、
そ
の
選
好
関
係
は
相
似
拡
大
的
で
あ
る
。

平
易
に
い
え
ば
、
無
差
別
曲
線
が
平
行
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
限
界
代
替
率
が
、
消
費
の
絶
対
水
準
に
依
存
し
な
い
で
、
そ

の
相
対
的
水
準
の
み
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
き
で
あ
る
。
〈
今
井
・

「
l
/

宇
沢
・
小
宮
・
根
岸
・
村
上
日
二
十
三
頁
及
び
、
図
一
を
参
照
。
〉

rlt~ 

仮
定
R
の
か
わ
り
に

仮
定
R
H

95 



(96 ) 第一号第七十八巻

O 
傾きは共に(一μ)に等しい

一橋論議

q(2，Hl) 
効
用
関
数
は
、

厳
密
に
準
問
、

連
続
微
分
可
能
、

そ
の
選
好
関
係
が
相
似
拡
大
的
で
あ
る
関
数
で
あ
る
、

単
調
増
加
、

そ
し
て
、

を
採
用
す
る
。

t
期
に
お
け
る
若
い
世
代
の
問
題
は
、

制

嵩
mHM

門、(ぬ
(
y
c
w
向(
N
M

ヱi
H
〉)

Q
ハゲ円
)
+
M
U
S
・5
a
(
円)川川
G
S
〈H
〉

m
dぴ
い
ぬ
の
件
付
。

q(l.t) • 

効用関数 U(q(l，t)， q(2， t十日〉を表わす選好関係が相
似拡大的であるから

OB OB' 

OAOAF 6 

が成立している。従って，

OB'=OA'の6倍
がいえる。

s
a
ハ叫〉

W
O

向(
N
e
?
?
H
〉川川(支出丸信)言内刷会
)
+
α
e
ハN
)

で
あ
る
。

最
適
解
を
向
。
二
一
回
、
J

E

一。
)
w
Q
Q
L
+
f
I
j
E
h
G
〉
w

96 

言
内
刷
会
一
喝
S
M
M
h
h
ぬ
)

と
し
、
改
め
て
、

hq
ハゲ円
U
M
U
Y
E
U
G
)
問
(
ぬ
〈
ゲ
ご
M
M
s
o
w
h
h
X
〉w
s
a
(
叫一、
y
h
h
山。〉〉

と
お
く
。

効
用
関
数
を
表
わ
す
選
好
関
係
が
相
似
拡
大
的
で
あ
る
か
ら
、

問
題
付
の
最
適
解
を
ぬ
(
Y
ご
M
u
a
J
E
W
向
(
N
L
十
H
h
M
U
S
M
な〉
M
s
a
(
ご

M
M
J
E〉

と
す
れ
ば
、

向〈一ゲご

M
M
Y
E
h
G
)
H
G
q
(
H
a
ご
M
M
S
J
h
h
)

向

(
N
W
?
?
H
h
も
j
h
h
h
G
)
H
A
(
ω
L
+
r
M
U
4
j
M
h〉

s
a
〈外山田
I
J
E
h
G〉
H
N
G
S
え
ど
も
時
J

E
〉

と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

相
対
価
格
比

μ
に
限
界
代

な
ぜ
な
ら
、

替
率
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
お
ハ
ゲ
ど
も
S

J

3

6

お
よ
び
久
ゲ
ご

MMSJ
官
〉

(
図
ニ
を
参
照
せ
よ
)
。

が
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

t
期
に
お
け
る
老
い
た
世
代
の
問
題
は
、

的

E
W一M
門、〈向ハ
H
・叫
l
l
H
U
M
M
S
W
恥

h
Y
向(一
N
L
)
〉

ωMMσ
い
O
の
け
件
。

ぬハ
N
L
)
川肌出凶器
-
S
句
会
一
喝
j

百一
)
+
e
(
N
)

れ
い

d

sh(作
一
也
Y
百
〉
問
言
円
相
会
l
H
一喝
s
w
R
)

自
治
ハ

e
e
i向ハ
H
L
l
ど
お
な
〉
)

:t 



で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、

最
適
解
を
ぬ
〈
N
L

一回、J
E
)

ぬ〈
N
u
f
M
M
Y
M
h
)
H
M
h
〈S
(
H
)
i
向〈
y
?
i
H
一一九
Y
E
)
〉
十
S

ハN
〉

で
あ
る
。

こ
れ
は
問
題
併
の
最
適
解
そ
の
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、

の
で
あ
る
。

改
め
て
、

h目
〈

p
f
.
-
J
E
)
目
(
Q〈
NM
時

一

MMSw
百
)
w
O
)

と
お
く
。

さ
て
、

定
常
的
市
場
均
衡

を

〈

6
〉

こ
の
モ
デ
ル
に
関
し
て
、

定
義
す
る
。
出凶器(叫〉
H
H
M
h
骨
ザ
港
株
向
。
吋
巴

H
Y

消費財貸借モデノレにおける貨幣及び利子

角
公
二
一

M
M
S
J
恥

h
J
b
H
H
G
向
〈
子
三

MM送
検

w
h
h
J

同

O
H

巳
H
F
帆

H
U
H
-
N
W

付

h目
(
y
f
M
M
S
J
E
J
G
)

は、

問
題
ゅ
の
最
適
解
。

は
、
問
題
肘
の
最
適
解
。

hq(ハ
NW
叫
山
喝
事

J

E

J

(三)

ぬ
(
H
M
叫
h
M
凶器
J
乍

h
J
G
〉
十
向
〈
NM
ご
出
凶
器
ノ
恥
hww)

H
S
wハH
)

十
S
ハω
)
w

saハゴ
M
3
j
h
h
J
6
1
h
h
v
o

が
成
立
す
る
と
き
、

お
(
一
回
二
一
喝
さ
j

E
恭
一
応
〉

w
h
q
(
N
H
円
一
喝
S
J
R
J
W

出凶器
uJ
立場

定
常
的
市
場
均
衡
ハ
6
〉

を
構
成
す
る
と
い
う
。

斗
J

匹、

( 97) 

〔
命
題
一
ニ
〕

定
常
的
市
場
均
衡
八
d
円
以
校
在
す
る
た
め
の
必
郵
七
仇
釘
f

伶

iま

百
世
H
M
G

で
あ
る
。

証
明

条
件
付
、
付
か
ら

立
ぷ
ハ
ゲ
円
一

M
M
S
J
E
J
十
ぬ
ハ
N
L
一
喝
4
3
w
M
h
J

H
M
h

味。}
(
H
)
十
E
(
N
)

を
得
る
。

条
件
同
よ
り
、

前
に
注
意
し
た
関
係
を
考
慮
す

他
方

れ
ば
。ぬハ
M
L
U
M
凶器
j
h
h
J
十
ぬ
〈
N
w
r
M
U
4
8
J
R
J

H
G
S
(
H
)
1
T
S
(
N
)
 

が
得
ら
れ
る
。

ぬ
(
同
二
一

M
M
4
3
u
m
h
J
#
S
(
同
)
u
Q〈
N

L
一
宮
崎
お
Y

E

J
壮

e〈
N
〉

〈
こ
れ
は

sa(昨…
M
u
s
j
E
J
G
)
V
O

か
ら
導
出
さ
れ
る
〉

で
あ
る
か
ら
、

ニ
ワ
の
式
よ
り
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に

E
f
u
G
 

を
得
る
。

遂
に
、

¥“
H
H
俗
な
ら
ば
、

命
題
一
お
よ
び
命
題
二
の
と
き
と
向

り

世
代
の
構
造
は
解
消
さ
れ
る
。

定
常
的
市
場
均
衡
(
ふ

同
じ
理
由
に
よ

劫
氷
こ
、

1
t
 

従
っ
て
、

は
存
在
す
る
。
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(98 ) 

〔
解
釈
〕

経
済
主
体
数
(
世
代
〉
の
成
長
か
ら
得
ら
れ
る
結
果
と
、
初
期

賦
存
量
の
増
加
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
は
、
命
題
一
一
一
と
命
題
ニ

(
fを
一
に
し
た
場
合
を
想
定
〉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
み
か

第一号第七十八巻

け
は
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
経
済
的
意
義
は
若
干
異
な
る
。

ハ
門
経
済
主
体
数
ハ
世
代
)
の
成
長
か
ら
、
我
々
は
、
利
子
率
の
生

ま
れ
る
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
若
手
異
な
っ
た
観
点
か
ら
の

研
究
は
、
既
に
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
こ
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、

r
l
k
p
v
 

生
物
学
的
利
子
論
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

付
初
期
賦
存
量
の
増
加
か
ら
、
我
々
は
、
技
術
進
歩
な
い
し
技
術

変
化
が
利
子
を
生
み
出
す
要
因
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

即
ち
、
初
期
賦
容
量
の
成
長
率
が
公
l
乙
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
、

利
子
率
は
ハ
h
h
f
I
C
H
Q
i
C
と
な
り
、
ま
た
、
イ
ン
フ
レ

l

¥

一

戸

/

シ
ョ
ン
の
率
は
、
一

i
!
と
に
等
し
い
。
つ
ま
り
、

e
が
一
よ
り

/

m

w

¥

 

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
過
程
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

一橋論議

小
さ
け
れ
ば
、

な
る
。命

題
一
、
二
、
一
一
一
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
次
の
系
が
得
ら
れ
る
。

〔系〕

仮
定
P
、
R
H
、

s、
M
の
も
と
で
、
仰
、

mw
、
例
会
て
の
要

図
を
含
む
モ
デ
ル
に
定
常
的
市
場
均
衡
ハ
伊
一

f
)
が
存
在
す
る
た

め
の
必
要
十
分
条
件
は
、

:併

i
怜

h

1

1

9

刊

で
あ
る
。

98 

ハ
系
の
解
釈
〕

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
回
避
ま
た
は
弱
め
る
た
め
に
は
、
実
質

生
産
量
の
増
加
の
方
が
移
転
に
よ
る
貨
幣
の
増
加
よ
り
も
大
き
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

第
三
節

土
口
五
日

+
鴨
川
広
ω

百

一
種
類
の
消
費
財
お
よ
び

以
上
の
議
論
は
簡
単
化
の
た
め
に
、

一
種
類
の
経
済
主
体
に
限
定
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

多
種
類
の
経
済
主
体
に
つ
い
て
展
開
し
う
る
。
な
お
、
多
種
類
の

消
費
財
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
点
が
出
て
く
る
。
明
ら
か
な
こ

こ
の
よ
う
な
消
費
財
貸
借
モ
デ
ル
に
お
い
て
‘
も
や
は
り
貨

こ
れ
は

と
は
、

幣
数
量
説
は
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

い
て
仮
定
M
は
本
質
的
に
重
要
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
に
対
す

る
需
要
が
保
証
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
貨
幣
需
要
が
正
と
な
る
た
め

の
一
づ
の
十
分
条
件
で
あ
り
、
例
え
ば
、
グ
ラ
ン
モ
ン

u
ラ
ロ

l

こ
の
モ
ザ
ア
ル
に
お



ク

ωな
ど
の
条
件
は
、

ハ
円
初
期
賦
存
量
は
若
い
世
代
の
受
取
量
の
方
が
老
い
た
世
代
の
受

取
量
よ
り
も
大
き
い
。

M
H
無
差
別
曲
線
が
厳
密
に
凸
で
あ
る
。

お
よ
び

向
時
間
選
好
率
が
ぜ
て
即
ち
、
効
用
関
数
を

£〈
Q
J

九
)
と
す
る
と
き
、

i
q
お
よ
び
2
q
が
そ
れ
ぞ
れ
若
い
世
代
、

老
い
た
世
代
の
と
き
の
消
費
量
な
ら
ば
、

ぼ
(
q
H
W
Q
J
H
A恥
(
ぬ

N
H
Q
J

、消費財ー貸借モヂノレにおける貨幣及び利子

が
任
意
の
ど
、

2
q
に
つ
い
て
成
立
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
な
よ
う
に
、

期
賦
存
量
配
分
が
パ
レ

l
ト
効
率
的
で
な
い
こ
と
が
導
出
さ
れ
る
。

(
詳
し
い
こ
と
は
、
一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
に
お
け
る
貨
幣
理
論

に
つ
い
て
サ
ー
ベ
イ
を
行
つ
て
い
る
筆
者
の
論
丸
∞
を
参
照
さ
れ

「
1
」

こ
の
条
件
か
ら
も
初

n
-

、。ノ

J
'

円、v
」

本
論
文
で
考
え
て
い
る
貨
幣
交
換
経
済
で
は
、
政
府
を
除
き
、

借
金
を
す
る
経
済
主
体
は
い
な
い
。
よ
り
意
味
の
あ
る
貨
幣
交
換

経
済
を
考
え
る
た
め
に
も
、
貸
付
者
と
借
入
者
と
が
併
啓
す
る
状

態
を
想
定
し
、
貨
幣
以
外
に
、
債
券
や
株
式
な
ど
の
存
在
を
仮
定

し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
取
引
が
行
な
わ
れ
、
そ
し
て
、
定
常

(99 ) 

的
市
場
均
衡
が
い
か
に
定
義
さ
れ
、
特
徴
づ
け
ら
れ
る
か
は
、
今

後
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
政
府
の
介
入
活
動
を
陽
表

的
に
考
慮
し
た
り
、
取
引
制
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
各
経
済
主

体
の
行
動
分
析
な
ど
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
付
録
〕

〔
命
題
〕

仮
定
P
、
R
、

s
、
M
の
も
と
で
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
量
は

正
で
あ
る
。

証
明
日
簡
単
化
の
た
め
に
、
期
間
を
示
す

t
は
省
略
す
る
。
次

の
集
合
を
定
義
す
る
。

ぬ
(
一
色
)
日
{
(
ぬ
(
C
h
(
N
)
)
m
均
一
戸
一
円
、
(
向
。
〉
u
Q
(
N
)
)
W

q〈
S
(同

)"eハN
〉
〉
)

こ
れ
は
、
初
期
賦
存
量
よ
り
も
同
等
ま
た
は
好
ま
れ
る
消
費
集

合
で
あ
る
。

出
(
S
)
n
u
一
〈
向
(
C
W
Q
〈
N
)
〉
品
川
均
一
十
一
宮
向
(
い
)
十
Q
(
N
)

仏

宮
内
ビ
(
H
)

十
S
(
N
)
w
向
ハ

H
)
川
川

S
(
H
)

一

こ
れ
は
、
借
金
を
し
な
い
で
選
択
で
き
る
消
費
集
合
、
即
ち
、

予
算
制
約
集
合
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
集
合
か
ら
次
の
集
合
、
即
ち
、
予
算
制
約
を
満
た

99 



(100) 第一号

ωにおける限界代替率は，

(殻1)/'あ了)

第七十八巻一橋論叢

q(2，pm，μ) 

q(I) 傾き(一μ)
q(I ;p1n，μ) O 

図三三

qO) ω(1) O 

q(2) 

し

か
っ
、
初
期
賦
存
量
よ
り
も
向
等
ま
た
は
好
ま
れ
る
消
費
集

ω
d
σ
〕

O
の
け
件
。

合
を
定
義
す
る
。

国

(e〉
山
句
ハ
S
)
〉
凶

(e)

め
ハ

S〉

は
、
非
空
、
関
凸
集
合
で
、
切
(
S〉
は
、
非
空
、

以
上
の
議
論
に
は
、

コ

ン

を
考
慮
す
れ
ば
、
同
ハ
S
〉
lま

仮
定
M

非
空
、
コ

従
っ
て
、

100 

パ
ク
ト
な
凸
集
合
で
あ
る
か
ら
、

ン
パ
ク
ト
な
凸
集
合
と
な
る
。

極
大
効
用
を
、

点
(
ぬ
公
一
一
1
y
E
)
w
Q〈
N
一

M
M
Y
E
)
)
m
N
W
(
S
〉
で
達
成
す
る
。
集
合
の

作
り
方
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

e

Q〉
lA~(ハ
H
γ
1
8
w
E
)
V
O

で
あ
る
。

即
ち
、

箕
幣
に
対
す
る
需
要
量

s 
ぬ
r¥ 
もも
~ ~ ~ 

ETRJι 
¥./ '-" Ti-

'-" 11 Ll.i' 

%と4 ゑ
'G;ら
公ば
、句J 、

Q 
r、
トA

は
正
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
。

点
(
向
(
H
h
w
u
y
E
)
w
均
〈

Y
M
U
Y
E〉
)

lま

突
は
、

次
の
問
題
の
最
適
解
で
あ
る
こ
と

も
、
命
題
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

足
mHM

q(向
(
H
)
M

ぬ
〈
N
〉

)

EA~〈
H
)
十
ぬ
〈

N〉
M
m
E
S
ハ
H
)
十

S
Q
)

(
ぬ
〈
H
〉
u

向
(
一

N
)
〉

m
均一十

図
一
一
一
が
参
考
に
な
る
。



台
T.
1主
a
y
a
s
h
i
，“
T
h
e

A
l1ocation of C

o
m
m
o
d
i
t
i
e
s
 a
n
d
 M
o
n
e
t
a
r
y
 E
弓
ui1ib
r
i
u
m
:

E
c
o
勿
omic

令篭gaa
a 

みし
・唱A
n 十i

h+i 
o 
y 
c 
n 
e . ，i 
C 
Mm 
E 

N
o
n
-
P
a
r
e
t
o
 

話
わ〈

事P
4も

of 
J
o
u
仰
al

E
c
o
n
o
m
y
"
，
 

五在
o
n
e
y

Inside 
A
n
 

of 
r圏、，..-i 
L
.
J
-t
h
e
 P
u
r
e
 C
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
 L
o
a
n
s
 M
o
d
e
l
"
，
 ]
 ou
r
n
α
1
 of P
o
l
綱

“
A
 R
e
-
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
 

Y
a
a
r
i
，
 

E. 
a
n
d
 M
.
 

D
.
 
C
a
s
s
 

Theory
，
 V
o
l. 
7
，
 19
7
4
，
 pp. 
173一一
187.

g
 P. 
A
.
 
S
a
m
u
e
l
s
o
n，
 "A
n
 
E
x
a
c
t
 
C
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
 

M
o
d
e
l
 of 
Interest W

i
t
h
 or W
i
t
h
o
u
t
 t
h
e
 Social Contri-

v
a
n
c
e
 of 
M
o
n
e
y
"
，
 ]
 ou
γ
ω
al 
of 
Political 

E
c
o
n
o
m
y
，
 

L
o
a
n
 

N
 eoclassical 

itical 
E
c
o
n
o
m
y
，
 V
o
l. 
7
4
，
 1966
，
 pp. 
3
5
3
-
3
6
7
.
 

P. 
A
.
 
D
i
a
m
o
n
d
，
 

a
 

ln 
D
e
b
t
 

s
 

相N
G 

FU 

・nb
y 

pν 
m 

A 
e 

d 
O 
M 
h 

'+し
w 
o 
r 
G 

〔

N
〕

V
o
l. 

m 
u -τi 
vi 

'0 

.宅ム

司4111-

M

切戸

一訟

7‘ foe 

n
斗

.9

r 

R
町

PU
品

1・

MNM 

句よ
rhR 

ro 
M
e
d
i
a
 

Tr-

〔小〕

of 
E
x
c
h
a
n
g
e
 in 
a
 P
u
r
e
 E
x
c
h
a
n
g
e
 E
c
o
n
o
m
y
 

a
n
s
a
c
t
i
o
n
 C
o
s
t
s
"
，
 Co
w
l
e
s
 F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 D
i
s
c
u
s
s
i
o
n
 P
a
p
e
r
，
 

刊 。
H

N
o
.
 
300
，
 Oc
t
o
b
e
r
1
，
 1970. 

1
¥
 

~
 
R
.
 
M
.
 Starr
，
 "T
h
e
 P
r
i
c
e
 
of 
M
o
n
e
y
 i
n
 

L
.
J
 ha
n
g
e
 M
o
n
e
t
a
r
y
 E
c
o
n
o
m
y
 w
i
t
h
 T
a
x
a
t
i
o
n
"
，
 
Econometric

α
，
 

V
ol. 
42
，
 19
7
4
，
 pp. 
4
5
-
5
4
.
 

1
¥
 

口
4
r
牧
・
{
事
足
・
4
担
・
5挙
世
F

L
.
J
 母
r
棋
書
誌
鞠
E塁。

官
邸
I
1
援
霊
験
恥
陪
時
担
割
程
姐
耕
一
郎
翻

¥
.
J
 B
E
~
"
'
n
ー
か
，

1
営
者
選
~
"
'
n
-
i
ト持.J...6~特{幸~

Q
q
突
撃
と
ト

1
 -fミ-¥J-¥J母，
e
H
一同
i眠，
-i提言三。

(
 1
 -fミ-\J-\J母

1
~
1
<
田
)
(
 1
饗
4く
勤
怠
1号、〉

V
ol. 
5
5
，
 

1965
，
 pp. 
1
1
2
6
-
1
1
5
0
.
 

D
.
 G
a
l
e
，“
P
u
r
e
 E
x
c
h
a
n
g
e
 E
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
 of 
D
y
n
a
m
i
c
 

1
¥
 

げ
3
¥
.
J
 E
c
o
n
o
m
i
c
 M
o
d
e
l
s
"
，
 ]
 ournal 
of Econ01

仰
C

6
，
 19
7
3
，
 pp. 
12一一
36.

乞
J
-
M
.
G
目
的
附
lt
a
n
d
 
G
.
 
L
a
r
o
q
民
“
M
o
n
e
y
in 

P
u
r
e
 C
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
 L
o
a
n
 M
o
d
e
l
"
，
 ]
 ou
何
事
α
1
of E
c
o
n
o
m
i
c
 

Revieωs 
E
c
o
n
o
m
i
c
 

w
i
t
h
 

a
n
d
D
e
m
a
r
i
d
 for 

V
o 1. 

Theory
，
 t
h
e
 

E
x
c
-

a
 P
u
r
e
 

T
h
e
o
r
y
，
 V
ol. 
6
，
 1973
，
 pp. 
3
8
2
-
3
9
5
.
 

"
O
n
 

1
 -fミ-¥J
11 

:tc.J.i 
W
草
寺
学
割
程
国
』

/
町
、

ザコ¥
.
J
 in 
a
 M
o
n
e
t
a
r
y
 E
c
o
n
o
m
yぺ
in J. 
D
r
る
お
(
e
dふ
Allocatio

η

U
官事
certainty:

Equilibrium 
a
勿
d
Ottimality

，
 

E
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
 

S
h
o
r
t
酬R
u
n

t
h
e
 

G
r
a
n
d
m
o
n
t
，
 

J
-
M
.
 

o¥'-n_i
ト
j

M
a
c
-

a
n
d
 

1975
，
 

"1¥在
o
n
e
y

4
2
，
 

u
n
d
e
r
 

m
i
l
l
a
n
，
 Lo
n
d
o
n
，
 19
7
4
，
 pp. 
21
3
-
228. 

s
 JJj .. 欄
欄
刷
剛
叫
剛
.
刷
.

B
a
rロlking"ぺ

"
R
e
v
i
e
w
 of E
c
o
n
o
m
i
c
 Studies
，
 V
ol. 

pp. 
2
0
7
-
2
3
6
.
 

d巾口惜'訪問華料時士持υ司令勺小山庁事担袈叡詫'ハHOH〉




